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愛知県がんセンター

　愛知県がんセンターは、東海地方におけるがん診療、研究、研修の拠点として、昭和

３９（1964）年に設立されました。がんセンターの病院では高度の診療施設と技術を駆使し

てがん医療をおこなってきました。

その結果、がんセンター開設当初のがん患者さんの５年生存率

は４０% 程度でしたが、生存率は年々向上し、最近では６０% 程

度に達しています。また、最近では単に生存率を高めるだけで

なく、日常生活上の支障をできるだけ少なくするために機能を温

存した治療を行っています。

　研究所では、以前はがんの根本的解決を目指して、がんの本

態解明のための基礎研究に力を入れてきましたが、最近ではこ

れまでに得られた基礎研究の技術と 成果を活かして、新しいが

んの診断、治療方法の開発に向けての臨床研究や予防研究に

力を入れています。

　研究所と病院の共同研究もいくつか行われており、肺がんや胃がんの遺伝子診断な

ど、その成果の一部は実際に臨床応用され、「高度先進医療」として認可されています。

今後は研究所と病院の共同研究のみでなく、民間との共同研究も推進したいと考えてい

ます。

　今回、がんセンターの病院と研究所で得られた成果や病院で行っている最先端の診療

技術などを、広く県民の皆様に 知っていただくために、「がんセンターＮＥＷＳ」を発刊す

ることにしました。今回は創刊号ですが、今後は定期的に、年に２回くらいのペースで順

次、病院と 研究所で得られた主な成果や病院各科の診療医などをご紹介する予定で

す。なお、がんセンターではインターネットのホームページでも病院と研究所の各部門の

スタッフや主な成果を公表していますのであわせてご覧いただけましたら幸いです。がん

センターのホームページをご覧いただいてもわからないことがありまし たら、「情報広場」

に「質問コーナー」を設けましたので、ここへ質問をお寄せ下さい（詳細については４頁目

の「情報広場欄」をご参照下さい）。

　がんセンター病院の外来受診、入

院患者さんのお見舞いなどで、が

んセンターへお越しの機会がありま

したら、病院１階のアトリウムに、が

ん統計、がん予防、研究成果など

パネルで示していますので、ご覧下

さいますようにお願いいたします。

愛知県がんセンター総長：富永



◆病院からの報告（１）

「個性的ながん治療を目指す」

(副院長兼消化器内科部長：大橋 計彦)

がんは様々な遺伝子の変異により起こり、がんの種類や個人差により生物学的特性が

異なることが判ってきました。治療もいままでの腫瘍細胞の選択性が低く、副作用の多い

抗がん剤と違い、分子生物学的ながん細胞の特性に合わせた薬剤が開発され臨床応用

が始まっています。

この治療のためにはがん組織を採取することが必要となります。体

表に近い組織の採取は容易であり、体内でも胃や大 腸などは内視

鏡を応用すれば大きな苦痛もなく組織採取が可能です。しかし体の

深部臓器からの採取は困難と考えられてきました。しかし、ここ数年

の画像診断 装置の急速な進歩は腫瘍を鮮明に描出することのみな

らず、それらの装置を使いリアルタイムのガイド下に腫瘍組織の採

取が可能となりました。例えば、内視鏡 の先端に超音波装置を付け

た超音波内視鏡（ＥＵＳ） により腸管の粘膜下腫瘍、縦隔内や腹腔

内リンパ節、膵腫瘍ヘの穿刺細胞診が可能です。また、ＣＴ ガイド下

に肺を含めＣＴ で描出可能な腫瘤性病変の穿刺も可能です。

　両方法とも優れた技術を持つ臨床医と適格な判断のできる細胞診、病理医が不可欠で

あります。愛知県がんセンター ではＣＴ 下穿刺は放射線診断部で、超音波内視鏡は内視

鏡部で日常的に施行され、年間、ＣＴ 下穿刺は肺がんを主な対象として約１５０件、ＥＵ Ｓ

は粘膜下腫瘍、膵がんを中心にして約１００ 件行われ、組織採取率、診断的中率共に９０

％以上の高い診断能を示しています。今後、細胞組織学的な証拠はがんの診断ばかり

でなく、がんのオーダーメイド治療にも不可欠となりますので、がん専門病 院として時代

の最先端の器機と高度な技術能力を維持することが任務です。

◆病院からの報告（２）

「高度先進医療」

(遺伝子病理診断部遺伝子診断科医長　谷田部 恭)

　これまでは基礎生物学と臨床医学の間には大きな隔たり

がありました。基礎の研究者は理論と現実とのギャップに

首をかしげ、臨床のお医者さんは基礎の成果を直接利用

するなどということは考えられない状態でした。

しかし近年の科学の発展は目覚しく、ヒトゲノムの全貌も既にほぼ明らかにされましたし、

すでに５番、１６番、１９番、２１ 番、２２ 番染色体の解読はすべて終了しました。これら発

展によりこの隔たりは間違いなく解消されつつあります。たとえば、ある種の白血病は特

定の遺伝子異常によっ て起こりますが、この遺伝子異常を正常化する薬により多くの方

が益を受けています。この様な新しく得られた多くの知見を行かすチャンスを増やすた

め、高度 先進医療制度が制定されました。この制度は、多くの研究でその安全性および

有用性が確認された高度先進医療を行えるようにするものです。いわば保険承認医 療



の一歩手前にある医療を提供しようという制度です。この様な医療を行える特定承認保

険医療機関は、先進医療を支える基盤が質・量両面において十分な要件 を満たした施

設である必要があり、厚生労働省の承認が必要です。愛知県がんセンターにおいては研

究所を持っている利点を生かし、研究所と病院でうまく連携 してその成果を伸ばしてきま

した。その中で生じた成果により昨年（ 平成１２ 年度）より、承認を受け、"固形腫瘍の

ＤＮＡ 診断" を高度先進医療として提供しています。詳細はホームページをご覧ください（

http://www.acc.pref.aichi.jp/acc/index.html ）。最先端の医療を施行するがんセンターとし

て努力し、その成果を多くの人と分かち合っていきたいと思っています。

◆研究所からの報告

「ヒトゲノム解析とガンセンター」

（研究所・分子腫瘍学部　部長　高橋 隆）

一昔前には夢物語とさえ思われていたヒトゲノムの解

読が宣言され、その恩恵を享受できる時代になりまし

た。愛知県がんセンターの研究所では、がんの克服を

目指したさまざまな研究にこのヒトゲノムに関する膨大

な情報を積極的に応用しています。

　私たち分子腫瘍学部が主な研究対象としている肺がんは、日本におけるがん死亡原因

の第 １位であり、交通事故死亡者数の３倍を軽く上回る５万人以上もの方が１年間に肺

がんの犠牲となっているのです。そしてさらに困ったことに、この肺がんは今 後ますます

急速に増加すると予想されています。

　同じ種類のがんでもその治療効果はしばしば症例ごとに異なります。例えば３～４万個

と言われる遺伝子のうち、ある種の遺伝子の使われ方のパターンを調べ るによって、こ

の症例のがんには非常に有効な治療法であっても、異なったパターンを示す症例にはあ

まり効果が期待できず、逆に別の治療法が極めて有効であ ると予測がつくようになれ

ば、それぞれの患者さんごとに最適な治療を選択する、いわゆるオーダーメード医療が可

能となります。

　今はまだ肺がんは極めて手ごわいがんです。しかし、ヒトゲノム解読の成果を積極的に

応用した、がんの遺伝子レベルの研究が進むことにより、画期的な治療 法の開発が目前

まで迫ってきていると言えます。がんセンターで行なわれている研究は、愛知県民のみな

さまのニーズに直接応えるものであると自負しておりま す。

今回は、胸部外科です。

　呼吸器系の腫瘍性病変、特に肺がん及び食道がんを中心に患者さんの利益を第一に

考えて、説明と同意を徹底し、根治性を保ちつつ合併症の少ない手術を行っています。ま

た、革新的ながん診療法の開発を目指した研究も、研究所と密接に協力しつつ行ってい

ます。

部長 外来部長を兼務 社会復帰部長を兼務 医長



光冨徹哉 陶山元一 篠田雅幸 波戸岡俊三

みつどみてつや すやまもとかず しのだまさゆき はとおかしゅんぞう

新来：午前８時３０分から午前１１時３０分まで

再来：午前８時００分から午前１１時３０分まで

市バス「自由が丘」下車徒歩３分

・ 「名古屋駅」又は「栄」から市バス　基幹２系統　「自由ヶ丘」又は「猪高車庫」行乗車

（所要約４０分）

・ 地下鉄東山線「本山」から市バス　八事１１系統　「光が丘」又は「猪高車庫」行乗車

（所要約１５分）

・ 地下鉄東山線「池下」又は「覚王山」から市バス　千種区系統　「猪高車庫」行乗車

（所要約２０分）

・ 地下鉄東山線「星ヶ丘」から市バス　星丘系統　「大曽根」行乗車

（所要約２０分）

　がんセンターのホームページ（以下、ＨＰという。）がリニューアルしたことをご存知でしょ

うか。 "利用者の立場にたった、利用しやすいＨＰ"をリニューアルのポイントとしました。

素人の職員が参考書を片手に、眉間に皺を寄せて製作しました。



　がんセンターのトップページ（http://www.acc.pref.aichi.jp/acc/）から「情報広場」へジャ

ンプしてみてください。こ こに「質問コーナー」を設けました。がんに関する質問をお受けし

ようというものです。ご質問へのお答えは、同じサイトからジャンプできる「質問Ｑ＆Aコー

ナー」に掲載します。是非、ご利用ください。ただし、質問内容は暗号化されませんので十

分に注意してください。

　がんセンターでは一方的な情報提供のＨＰではなく、利用者とのコミュニケーションを大

切にしたＨＰの製作をめざしています。ご期待してください。

所在地 〒464-8681 名古屋市千種区鹿子殿1-1 TEL(052)762-6111

FAX(052)764-2963


